
～令和８年度 後期始業式～ 

皆さん、後期始業式を迎えました。秋休みは心と体を休められましたか。

また、前期の振り返りはできているでしょうか。 

「終業式からあまり日が経っていないのに始業式か」と思うかもしれませ

んが、こういった季節の式典を通じて 「節目を迎える」 ことは、人間の

生活において時間に区切るきっかけとなる大切なものです。 

始業式は節目、つまり、今日までを過去として区切り、次へ進む大事なタ

イミングであり、気持ちを切り替え目標に向かう、スタートラインに立つ日

です。 

先日は、皆さんに「今」と「未来」の話をしました。 

マインドフルネスで今を生きていると感じてほしいこと、皆さんは１人１人

が尊くかけがえのない存在であること、そして、考えて前に、未来に進む

ために目標を立ててほしい、という話をしました。 

皆さん、後期の目標は何にしましたか？ 

私の後期目標のひとつは、皆さん全員と挨拶を交わすことです。 

普段何気なく行っている挨拶ですが、実は、相手への敬意、リスペクトを

表す動作だと私は思います。 

 



人は、一人で生きているわけではない。私たちは社会の中で、必ず 

誰かと関わりながら、生きています。自分を大事にすることはもちろん大

切ですが、自分以外の人も、同じように大切にされるべき尊い存在です。

挨拶を通じて相手に敬意を払うことは、人として大事なことです。 

私は、毎日頑張っている皆さんに敬意を込めて、挨拶していきます。 

１０月は行事の秋、後期初日の本日は、年次別の保健行事があり、救急

法講習やより良い人間関係づくりについての講演会など有意義な学びが

待っています。また、来週は県の生徒生活体験発表大会があったり、北

斗祭準備期間がスタートしたりなど、皆さんの活躍場面が増えそうです。

それぞれの役割をとおして、試行錯誤しながら考える、自ら動く、仲間と

の共同作業からお互いを思いやるなど、多くのことを体験してほしいと思

います。 

まとめます。今日は、始業式という節目であり、区切りをつけて次に進む

大事なタイミングであること、そして、「挨拶とは、人に対する敬意、リスペ

クトを示すこと」を伝えました。 

あいにくの雨にも負けず、元気に登校している様子を見て、大変嬉しく思

います。皆さんの後期の学校生活が、健康でさらに充実したものになる

ことを心から願い、始業式のことばとします。 


